
      学術誌に論文受理（元高校 3 年 13組 上村勇輔君） 

 

 この春に卒業をした元高校 3 年の上村勇輔君が昨年 11 月に学術誌『歴史地震 第 35 号』

に投稿をしていた論文が、査読（審査）をクリアして 5月 21日付で受理をされました。1

月末に通知された査読結果は「大幅な書き直しの上で再査読」という厳しいものでしたが、

本人は決して諦めることなく再調査や修正を繰り返し、また後輩の部員たちによるサポー

トにより、投稿から約６カ月をかけてようやく受理に至りました。印刷・製本された雑誌

は 7月末に発行され、地震学を研究している大学の図書館や国会図書館等に置かれます。 

 

 上村君は縁あって、高校１年で AL 土曜講座（総合学習）で「地震・火山を学び伝える」

を受講し、それをきっかけに高校１年の終わりに理科研究部に入部をしました。AL土曜

講座の授業で「津波と地名」をテーマに探求を始め、理科研究部に入部をしてからは静岡

県伊豆半島を対象地域とし、高校２年生～３年生の夏にかけて何度も現地（全ての公立図

書館や 1854安政東海地震津波等で被害の記録がある場所）を訪れ、地道に資料を集めて

いきました。そして、高校 3年の夏から論文の原稿を書き始め、11月の投稿期限に間に

合わせることが出来ました。 

 

 1月末に通知をされた査読結果を振り返ると、論文が最終的に受理されたのは奇跡的で

す。苦境にも負けず自分自身への研究へのこだわりを持ち続け最後まで諦めなかったこと、

そして貴重な時間を惜しむことなくサポートをしてくれた後輩の部員たちとの絆が、今回

の成果に結びついたと考えています。 

 

 

 

↓論文の表紙（著作権の関係で原稿は年度末に学会 HPに掲載後に閲覧可能になります） 

 


